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地域福祉計画推進会議におけるグループワーク実施報告について 

令和7年1月10日（金）に開催した地域福祉計画推進会議において、 

２つのテーマについて３つのグループで意見交換を行いました。 

（意見の中から主な課題と今後の取組を抜粋（一部要約）して掲載しています） 

 

テーマ1 「地域のつながり」づくり 

 長く地域を支えてきた団体と地域で何かしたい若者がつながらない ← 働いている人でもちょっとした時間で自分にできることができる 

 地域とのつながりを求めていない層（若年層、在住歴が短い等）がいる ← ＳＮＳで江東区のサービス江東区内のイベント等の情報を流す 

 気軽に誰でも参加できる「場」がない ← “居場所”となる「場」を地域住民が作る 

 マンション等でとなりの方を知らない ← 自治会・理事会で近所の方を知る、あいさつ運動の取組みをする 

 孤独を感じる人が増えている ← 住んでいる地域でのイベント（お店、UR共同） 

 地域活動の担い手が不足している ← 団体同士のつながりを作る（プラットフォーム） 

 民生児童委員のなり手が少ない ← 民生児童委員は働いているとできないと思っている人の理解を高める 

 

 

 

テーマ2 「地域と行政のつながり」づくり 

 困っている人の居場所がないことが課題  

← そうした情報を地域がキャッチできるとよい 

 障がいのある方や高齢者の方の雇用の場が少ない  

← デイサービスや作業所で高齢者や障害者が働けるような仕組みをつくる 

 福祉サービスを利用するようになると地域のインフォーマルな関係から離れてしまう ← エリアごとにフォーマルとインフォーマルの交流 

 行政側の地域へのアプローチが不足 ← 「行政」と「地域」が継続的に集う場を作る 
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【グループワークで出た意見（全文）】 
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